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一フレームレス・リヤーエンジンー
　職後，街Sては大型パスが急激に増して

きた．大型バスの姓能向上のため　とられ

た方法の一つに，リヤー・エンジソ腰動
機を車罎の後部におく）．　フレームレス

1従來のシヤシフレームをなくした一匹構

造〕檬式がある．パスの大型化と燃耕経濟

のための自童軽量化の要講航空技緬の導

入．外國1の尉職などの要因がかさなり，

各紅とも，きそつて試作を行い，すでに實用

に供している車もある．この型式ぽ技術的

改艮を要する黙は多々あるが，さまざまの
畏所があつて婦
來の攣展を期待

されている
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フレームレス・リヤーエンジン・パス
　7レームレス車艦ぱ，從來のシヤシフレームをなくし，軍瞳が全瞳として弼度をもつようにした構

蓬襟式て，遇當に設計すると重量を輕く剛性を張くすることができる　またリヤーエンジンにすると

車内ぱ贋く使え、重量配分上からもよいが，裂動磯を後郭におくとフレームレス構遣をとるのが有利

てあるため　リヤーエンジンとフレームレスとは，つきもののような言葉になった．（本交6頁蓼照）

①射頁②の
構造圏　フレ

ームに相當す

る縦方向の部

材はなく，荷

重は主に側構

が受持つ．遠
隔繰作には，

撰桿聖使う．

　　　　　　　　　　　　　　　　　②軍謹の荷重試駿涌鼓重量の倍までの荷重（前方
の鋼材｝を順次に載せ，車盤各割1の擁みをトランシッ1・．ダイヤルゲージ，煤板と引掻き針等で測

り，強度部材にかかる庶力を機械的歪計と電氣容量式歪計で測定Lてい5．

④後部聾
動機室

aンジンは

1句合ピスト

ン式　前後

車輪への重

量配分が空

車時，満員

時にも移動

が少なく，

ばね・車饅

rcとつて都

合がよい．
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⑥流瞳璽遠機憂速装
た自動的にするため，最
24頁参照）．1．ポンプ羽

一ホイール　5．原動軸

⑥

③　後車軸附近の根太構

造　横根太が大きく　側

構も張い．根太・側構は

鋼であるが，その他の天

井・外板　床などには輕
合金を多く使つている．
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置は通常歯車式であるが，切換えをスムースにま

近流騰墾速機が獲建し，實用されはじめた．（本交

根車　2．　タービン勿根車　3，案内翼　4．　7リ

G．被動軸．

⑦⑧　遠隔操作によるギヤーチエンジはリヤーエンジン

の一つの難黙である．①の車では操縦席から後部までを

校梓でむすんで）・るが，⑦，⑧に示すのは二＝一マグネ

チ・・コク（空氣電氣式1にこれを解決している．操織席で

Aのレバーを動かすと後部て竃磁石が作用して，歴搾空

氣のバルブを開鷺，シフターBが作動して璽速を行う．

⑦はギヤーボックスからシフターを取vはずしたところ・

⑤　リヤーエンジン用に試作されたジーゼル　9D°V型8氣筒117馬力
2EOO回韓．全憾が小さくて輕く（580　kg），鮎槍を容易にするためかたむ

けて取つけ　振動・互換性にも注意をはらつてある．

⑧
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　　　解説　木桐’貞堆・丹羽登

　走つている自動庫の中て’もラジオを聞き，さ

らに通話を行うことは本邦ても實用化されつ」

ある。ノイズレスブラグ，車憂のボンディング

箏自動車製造技術の面からは一雁解決されてぽ

いるが，ラジオ部品の小型化，耐振構邉，耐久
性算温信機メーカーの側にも技衛的問題がある．

①装飾晶になつたオートラジオ

　ダ1アル而の下にならんだ押しボタンによっ

てあらかじ訪調整された5局巾の一つの放邊を

巨叫座に捕えることができる．右側のつまみは上

の5局以外の任意の周波数の放途を選び出すバ

1］　aン．ろ：側のっまみは蓮になつていて内側

は吾景調整．　ケト帥1｝ま着L樂，　會言舌等プログラムa）

内容によつて饗える昔質調整である．
（　949　1卜『哩フ　オ．一　ド1｝

9

●

活躍するラジオカ閏

　警察．漕防，新阻紅箸で

は現嚇と本郎とを無纏電話

で直捜蓮絡することうく熱望

ちれていた．本邦ても昨年

から超短波ラジオカーが許

可されすてに活躍している．

②　超短波無線電話襲置

　新聞ij　M’用として機動牲を柵すために乗

鮒」車klv）せた周波婁女墾調型　150　MC　　蓬≧受

信装置である，左端の手にもつているのが

受信幾．II1央が途信機．右端は電源部でH

動車fi】蓄電i也と焦用している．　緩衛「目ゴム

ク・・シ、ンを川いて後部荷物室に取付けて

ある．総重卦；：約40kg

⑤　遍話状況

　助手席の前にある操作盤につながれた逡話器

によi，操縦席，客席からも迭話し得，受信川7．

ビーカーは天）Rこつけ一〔ある．地形にもよるが

束はr一葉，酉は八コ1子，北は越谷等．’ド律Q～↓D

krnの範園か｝）tts易に東京のlh心部にある4£祠：

と直接通話し．得る　電鍵｛：旧いてモールス通信

をf「えばさらに通信可育旨距離にi廣大する
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